
２０２５年  ４月  １３日 ≪ 受 難 週 ・ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 午前８時半 ／ 10 時半 ／ 夜 7 時 

  

司  会               白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷               石井 秀人兄 

賛  美  聖歌６５２番「原に若草が」 

～主イエス神の愛〜 

詩篇２３篇 

聖書朗読  ローマ人への手紙１２章１～１０節 

特別賛美   宮田 四郎兄（ホルン） 

メッセージ 「憎しみの連鎖を断ち切る信仰の力」 

石井 潤 牧師 

     聖 餐 式  「主イエスの十字架の血で」 

献金・賛美  ～おどろくばかりの～〔献金：寺澤(政)姉・渡辺姉〕 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美   ～イエス様は私たちの道～  
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

☆本日は聖餐式の恵みを感謝致します。午後は聖歌隊の練習が行われます。 

★今週の祈り会は、①明朝６時。②木曜午前１０時半、夜７時半。③土曜夜８時。 

☆来週日曜はイースター礼拝です（司会：白川兄，祈祷：洋子姉，献金：寺澤[千]

姉，寺澤[政]姉）。午後１２時半～、納骨式＆召天者記念礼拝を行います。 

＜予告＞27(日)：献堂記念特別音楽礼拝「大いなる愛」[聖歌隊賛美奉仕] 
  

 

☆★一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔４/１３－/２０〕☆ 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

聖書箇所 
ルカ 12/ 

士師 12-13 

12/ 

14-15 

13/ 

16-17 

13/ 

18-19 

14/ 

20-21 

14/ 

ルツ 1-2 

15/ 

3-4 

16/ 

1 サムエル 1-2 

チェック ○/○○ ○/○○ ○/○○ ○/○○ ○/○○ ○/○○ ○/○○ ○/○○ 



  

「父よ、彼らをおゆるしください。彼らは何をしているのか、わからずにい

るのです。」            ルカによる福音書２３章３４節 
 

この言葉は、十字架上でのイエスの語られた７つの言葉の一つです。 

この言葉に心を動かされた二人の人物がいました。一人は、淵田美

津雄、元海軍大佐で、真珠湾攻撃の時の隊長でした。そして、もう一

人は、ジェイコブ・ディシェイザー、元米軍軍曹で、パイロットでし

たが、日本を爆撃後、中国に不時着しましたが、日本軍に捕らえられ

て、南京の収容所に入れられて厳しい生活を強いられました。最初は

日本人に対して真珠湾攻撃以来大きな憎しみを抱いていました。しか

し、ある時に収容所の仲間が赤痢のために亡くなり、彼のために形だ

けでも葬式をしてやるようにと、日本人の青田看守が聖書を買い求め

て、ディシェイザーに渡しました。友人の葬儀の為でしたが、ディシ

ェイザー自身が、その聖書をむさぼるように読んで、心に刺さった言

葉が、このイエスの赦しのことばでした。この日本人たちも何も知ら

ずに戦争だからということでひどい事をしている。でもイエスのよう

に彼らを赦そうという思いが与えられた。戦後、日本人を愛して、宣

教師になり、日本にやってきて聖書のことばを伝えた。 

ディシェイザーの路傍伝道での演説を聴いて、淵田も聖書を購入し

てむさぼるように読み、同じ、イエスのことばに感銘を受け、信仰を

持ち、翌年のイースターに洗礼を受けた。 

後に彼らは出会い、“自分たちは間違った価値観と、憎しみによっ

て生きてきたが、それでは何も生まれない。赦しによって憎しみの連

鎖を断ち切り、平和の関係を築かなければならない”と語り合った。 

十字架は和解の力。その力が世界を平和に導くと信じます！ 

「憎しみの連鎖を断ち切る信仰の力」 
～元日本海軍大佐の淵田美津雄と元米国陸軍軍曹のJ・ディシェイザーとの出会い～ 

 

 


